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「どうせ�せなんだから」
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きくのか�
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�どもの声をとことんきいていますか�

５０点



①�情の⾃由を保�する

とことんきくポイント

②点ではなく⬜でみる

③マイクを向けず⬜⬜できく
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「�前までを…」
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問題⾏動の



どうしたの�（受け�れ）

そっか（�め）

なるほど（ゆるし）

⼤丈夫だよ（愛す）



「友だちの�筆とっちゃったんだね」

「⼤丈夫だよ」（愛す）

「キャラクターの�筆が羨ましかったん

だ」「そっか」（�め）

「お�さんには買ってと�えなくて」

「なるほど」（ゆるし）

「それで我�できなくて盗っちゃったんだね」

「どうしたの�」（受け�れ）



ちがうやり�を

⼀�に�える

問題⾏動については



「�情が⾃由であるなら

ば、知性はひとりでに発

�するであろう」
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①�情の⾃由を保�する
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点ではなく�でみる
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①�情の⾃由を保�する

とことんきくポイント

②点ではなく�でみる

③マイクを向けず��できく



�どものマイクになる

とことんきく。。。



問題の背�をみる
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マイクを向ける



どのようにすれば 
�っている�の
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��をゲラゲラ笑いながら�べる
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��中に���で⼆�でカラオケ

相撲をとる



①�情の⾃由を保�する

とことんきくポイント

②点ではなく�でみる

③マイクを向けず��できく



��⾯の問題
・不�切な⾏動をしてしまう（⾏動）

・�情コントロールが苦⼿（�情）

・不�切な�え�をしてしまう（�え）

��⾯の問題
・�中できない、��についていけない

�体⾯の問題
・�動が苦⼿、⼿先が不�⽤



先⽣は�らなくて⼤丈夫�

�り�う�を⾒せよ

「どうせ�せなんだから」



「�どもを��に�わす

のではなく、��を

�どもに�わせる」
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「ええやんワーク」

授業で�どもの声をきく

①�たちはきいてもらえる

�利を持っている

②�えれるという当事者�識



いつその�りを

�消してあげたいですか�

��に、、、



⼀年でなんとか

しなきゃ�



だいじょうぶ

あせらずいこう

どうせ�せなんだから



⾃�を
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ありがとうございました

ご指�よろしくお願いします


